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「
失
敗
か
ら
学
ぶ
」

校
長
　
爲
計
田
　
ひ
ろ
み

　
一
月
十
二
日
に
平
成
二
十
八
年
度
の
卒
業
論
文
発

表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
発
表
会
は
二
年
生
が

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
の
成
果
を
ま
と
め
て
発
表
す
る

も
の
で
、
農
業
大
学
校
二
年
間
の
学
習
の
集
大
成
で

す
。
新
た
な
品
種
や
技
術
の
導
入
に
よ
る
経
営
強
化

や
六
次
産
業
化
に
挑
戦
し
た
も
の
な
ど
内
容
は
多
彩

で
、
各
自
が
テ
ー
マ
を
決
め
、
作
物
を
育
て
、
牛
を

飼
育
し
な
が
ら
調
査
研
究
し
て
き
た
も
の
で
す
。

　「
失
敗
し
た
時
は
、
な
ぜ
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た

か
を
考
え
再
び
や
っ
て
み
る
。」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学

習
で
た
ど
っ
て
き
た
試
行
錯
誤
の
取
り
組
み
こ
そ
、

成
功
へ
繋
が
る
や
り
方
で
す
。

　
失
敗
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
怖
れ
、
初
め
か
ら
挑

戦
を
や
め
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
失
敗

は
前
に
進
む
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
失
敗
が
考

え
る
幅
を
広
げ
、
厚
み
を
増
し
て
く
れ
ま
す
。

　
さ
あ
、
今
ス
タ
ー
ト
の
時
、
学
生
・
研
修
生
の
皆

さ
ん
、
失
敗
を
怖
れ
ず
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。
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（１）Dreamの胎動  
　私のDreamが動き始めたのは、小
学校２年生の時。とある大学の試験
圃場での事。目の前の綺麗な色をし
たブドウを一粒食べて感動し、それ
からブドウに夢中になった。収穫体
験をとおし農業が人を笑顔にしてくれることを体感した。

（２）憧れの人との出会い  
　収穫体験に参加し、ブドウ以外に私の印象に強く残って
いる事がもう一つある。それは、「収穫方法などを教えてく
れた職員の方」。その方の働く姿をとおして「ブドウの美味
しさを伝えたり、子供に夢を与えられる大人になりたい！」
という強い憧れを持つようになった。

（３）Dreamの実現のために  
　私のDreamとは「ブドウの観光農園」を開く事。そして、
これからの農業のイメージを「マイナスの3K」から「プ
ラスの3K」に変えること。私のDreamは憧れの人との出
会いから動き出した。私の観光農園では、ブドウをとおし
て、たった１つの収穫物でも人の価値観が変わるという事
を感じてもらいたい。
� （最優秀賞　果樹コース　笹原洸希さん「私のDream」要旨）

～出会いから始まった� ～私のD
ド リ ー ム

ream

校内卒業論文発表会校内卒業論文発表会
H28年度

を開催しました!!
　１月12日、卒業論文発表会を開催しました。本校では、学生が自ら設定した課題の解決を図る「プロジェクト学習」
を教育の柱にすえています。そのプロジェクト学習の成果を、養成課程の２年生21名がそれぞれ発表しました。
　校内審査で金賞に選ばれた井上さん、銀賞の谷川さんは、鳥取農大の代表として、中国四国ブロック農業大学校プロ
ジェクト発表会にも出場しました。残念ながら、２月に東京で開催された全国プロジェクト発表会への出場とはなりま
せんでしたが、２名とも素晴らしい発表をしてくれました。

金賞金賞 井上　桃香（果樹コース）
～モモの所得向上を目指して～
　金賞を取れてとてもうれしいです。ドレッシング作りは大変でしたが、完成してと
ても充実しています。この経験を活かして、今後何事にもチャレンジしたいです。

谷川　雅夢
（作物コース）

～中生品種「きぬむすめ」における
 収量向上の検討～
　今回、銀賞に選ばれるとは思っていなかったので、と
ても驚きました。協力していただいた先生方や作物科の
仲間には感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうござ
いました。

銀賞銀賞

上林　耕
（果樹コース）

～祖父のブドウ園を再建するために～
　惜しくも銅賞でしたが、この結果は先生や果樹科の仲
間の協力があったからだと思います。この経験を今後の
人生に活かしたいと思います。

銅賞銅賞

（校内意見発表会の受賞者）

意見発表会開催!
　12月１日、校内意見発表会を開催しました。将来の
夢や農業に対する想い、また、将来の就農に向けての
決意などについて日頃思っていることを、１年生20名
が発表しました。
　果樹コースの笹原さんは、学校代表として、１月26
日に愛媛県松山市で開催された中国ブロック農業大学
校等意見発表会でも堂々と発表を行いました。

最優秀賞
果樹コース
笹原洸希

「私のDream」

優秀賞
畜産コース
近藤あゆみ

「私の思い出から見た今の農業」

優秀賞
果樹コース
池本麻祐

「私の将来の夢」
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　現在、果樹コー
スの学生数は８
名、研修生数は２
名で、職員３名で
指導にあたってい
ます。
　栽培樹種はナ
シ、ブドウ、モモ、リンゴ等で全体の栽培面積は約
１haです。
　鳥取県オリジナル品種であるナシの「新甘泉」「秋甘
泉」、近年非常に人気の高いブドウ「シャインマスカット」
も導入しています。
　また、ナシの新技術である「ジョイント仕立て」にも
取り組んでいます。

果樹コー
ス

　野菜コースはひとりひとりが責任をもって、野菜を栽
培しながら色々な勉強をしていきます。
　ひとりが２～３品目以上の野菜を担当し、ハウスも畑
も自分で管理します。
　「自分の野菜」ができたときの喜びは何ともいえません。
　みんなで目指すぞ!!野菜作りの達人!!

野菜コー
ス

　花きコースでは、鳥取県の代表的な切り花、花壇苗な
どを中心に様々な花を栽培し勉強しています。
　また、「花育」活動にも取り組んでおり、自分たちの
育てたビオラ、ガーデンシクラメン等を使い、近隣の保
育園で寄せ植え教室を開催しています。

花きコー
ス

　現在、畜産コー
スでは、１年生６
名、２年生３名合
計９名が将来の就
農、法人就農等を
目指して乳牛（搾
乳牛17頭）、和牛
（成牛10頭）の飼養管理そして飼料作物（延べ作付け
面積10.4ha）の栽培及び収穫管理の講義や実習に日々
打ち込んでいます。
　即日では身につかない牛の異常及び発情を発見する
力、さらに大型機械や搾乳に関する専門技術について毎
日の積み重ねで身に付け、自分のものにしていきます。

　研修科では、社
会人を経て就農を
志す方向けに様々
な研修を行ってい
ます。公共職業訓
練「アグリチャレ
ンジ科」では、農
業機械の操作方法など、農作業の基本技能をマスターで
きる４ヶ月間のカリキュラムを運営するほか、就農品目
の栽培技術及び経営感覚の習得を目的とした模擬経営方
式の研修（スキルアップ研修（12ヶ月間））、先進農家
で実践ノウハウを習得する派遣型研修（先進農家実践研
修（12ヶ月間））など、ニーズに応じた研修を御提案し
ています。

研修科

各 介紹コ ー ス

　作物コースでは、お米を中心に黒大豆、小豆、白ネギ
やブロッコリー、サツマイモなどの栽培実習をしていま
す。また、加工実習も行っており、農大市で餅やスイー
トポテトを販売しました。

作物コー
ス

畜産コー
ス
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　ご卒業おめでとうございます。
　１年という決して長くはない間で
したが、様々な事を教えていただき、
とても濃厚な時を過ごせました。
　今後それぞれの道へ進まれ、厳し
い事も多いと思いますが、農大で学
んだ事を忘れず頑張って下さい。私
たちも、新入生に信頼される先輩に
なれるよう努力します。
　２年間お疲れ様でした。

　２年間という短期間で、専攻実習
等をとおして多くの事を学ぶ事がで
き充実した学校生活でした。ここで
の経験を活かして、この先も頑張り
ます。
　２年間、先生方には大変お世話に
なりました。本当にありがとうござ
いました。
　新２年生の皆さん、新入生と共に
新鮮な気持ちで、元気な果樹コース
になるよう頑張って下さい。

果 樹 コ ー ス

野 菜 コ ー ス

　２年生の皆さん、ご卒業おめでと
うございます。皆さんが卒業され、
次は私たちは２年生になり、新しい
１年生が入学します。私たちが１年
生を導けるように頑張っていきたい
と思います。就職後も元気でお仕事
頑張ってください。

　先生、職員の方々には２年間大変お世話
になりました。
　農業について初めてのことばかりで不安
がありましたが、機械操作や担当品目の管
理作業など様々なことを学びました。
　今日までを振り返ると、人間的にも成長
でき、貴重な経験となりました。
　また、周りの方々のおかげで学校生活を
楽しく過ごすことができました。
　社会に出てからも、農大でのことを忘れ
ず、頑張ります。
　１年生の皆さん、残りの学校生活を悔い
のないように、一日一日を大切に過ごして
ください。

各科卒業生から１年生へ、１年生から卒業生へ
メッセージをいただきました。

卒業おめでとうございます祝

卒業生へのメッセージ卒業生からのメッセージ
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　ご卒業おめでとうございます。
　１年間という短い間ではありまし
たが、大変お世話になりました。
　卒業しても花きコースであった思
い出を忘れず、先輩らしく頑張って
ください。
　応援しています。

　２年間お世話になりました。長い
ようで短い学校生活でした。入学し
てからは、農業を学び、人との交流
を深める中で、社会人としての常識
が磨かれ、私自身の心と体も大きく
成長することが出来ました。ここま
で成長させてくれた先生方、花き
コースの皆さん、本当にありがとう
ございました。

　ご卒業おめでとうございます。
　いままでたくさんのことを教えて
いただきありがとうございました。
２年生の皆さんに教えていただいた
ことを活かしてあと１年過ごしてい
こうと思います。
　１年間本当にありがとうございま
した。

　入学当初は長いと思った２年間も
振り返ればあっという間に感じる農
大生活でした。この２年間、先生方
には大変お世話になりました。何も
わからなかった私たちを時には厳し
く、時には優しく指導していただいた
おかげで、ここまで成長することが
できました。本当にありがとうござい
ました。１年生諸君、農大生活は短い。
お互いに助け合いながら楽しく、悔
いのない日々をすごしてください。

作 物 コ ー ス

　研修を通して、野菜の栽培技術や機械操作、農業経営など幅広く学ぶ
ことができました。さらに、農家視察や現地実習も組んでいただき、より
実践的な経験も積むことができ、とても有意義な研修だったと思います。
　今はまだ農業の経験も浅く不安もありますが、農大で培った経験や研
修を通して得られた様々なひととのつながりを大切にし、農業の道を突
き進んでいきたいと思います。

卒業生へのメッセージ卒業生からのメッセージ

スキルアップ研修修了者の感想

研 修 科

　ご卒業おめでとうございます!!
　先輩方と過ごした１年間は、私の
大切な思い出です。優しく、時には
厳しく指導して頂いたこと、たくさ
んお話しさせてもらったこと…。絶
対に忘れません。社会人になると、
色々と大変だと思いますが、農大で
の２年間を思い出して前へ突き進ん
で下さい。応援しています。１年間、
本当にありがとうございました。

　長いようで短かった２年間でし
た。この２年間で農業や人付き合い
など様々な事を学ばせて頂きまし
た。とても楽しい２年間になりまし
た。これから社会に出てたくさんの
壁に当たると思いますが、農業大学
校で学んだ事を生かして粘り強く頑
張っていこうと思います。先生方、
２年間本当にお世話になりました。

畜 産 コ ー ス

花 き コ ー ス
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　農業大学校では、これから農業を目指す学生や社会人研修生等を中心に研修教育プログラムを実施してきましたが、
平成29年度新たに高校生や現役農業者（農業経営者）を対象にした講座を開催することにしましたので、その概要をご
紹介します。
　なお、日程等詳細は後日ホームページ等でお知らせしますので、ご希望の方は是非ご覧ください。

　いろいろな分野で価値観の多様化が進む中、農業も例外ではなく鳥取県においても農業経営者の意識は大きく変化し
てきています。戦略的に新たな経営展開をするに当たり、これまで以上に幅広くスキルを身に付けステップアップし、
さらにはネットワークを構築することが重要です。
　経営コンサルタントの専門家を講師に招き、経営の発展強化・拡大を目指す農業経営者を対象に受講者自身の経営も
題材にしながら講座を進めます。

とっとり農ビジネス研修

食の６次産業化プロデューサー育成講座（通称：食Pro. 講座）
　「６次産業化」という言葉をよく耳にします。「農業を初めとする“第１次
産業”」×「その生産物を加工する“第２次産業”」×「できあがった製品を
販売する“第３次産業”」をとおして行う取り組みです。
　食Pro. 講座は、実践的な職業能力の評価・認定により人材育成を進めよう
と平成24年に内閣府が創設したキャリア段位制度の対象となるもので、レ
ベル１～６のうち農大ではレベル１・２を実施します。この講座は、単に加工・
販売技術の習得ではなく、６次産業化の実施に当たって必要な知識や開発販
売手法、事業計画の策定などのマネージメント力を身に付けていただきます。
　高校生から一般の方まで、６次産業化の取り組みに関心のある方を対象に
講座を開催します。

様々な分野の専門家（講師）から指導助言
いただきます。

平成29年度の新規講座の紹介

　本校は昭和４年２月22日に（財）山陰国民高等学校として開校
以来現在に至るまで、多くの卒業生等を送り出し地域農業振興の一
翼を担って参りました。
　来年は90周年という節目の年を迎えることから、記念事業の実
施団体として実行委員会を先日設立し、記念事業の時期や内容等を
現在検討しています。
　事業内容や実施時期等が決まりましたら改めて御案内させていた
だきますので多くの方の御参加をお願いします。 80周年記念式典（平成20年）の様子

平成30年は農大創立90周年です
―― 記念事業に多数の御参加をお願いします

　第44回毎日農業記録賞で、野菜コース１年西田将貴さんが一般部門優良
賞を受賞しました。西田さんは「私の農業」と題し、「今は耕作されていな
い実家の畑で農業を始めたい、自分の手で畑作を復活させたい、その地に
あった作物を育てていきたい」と、農業への熱い思いをつづりました。
　西田さん、おめでとうございました。

毎日農業記録賞で“野菜コース１年西田さん”が
一般部門優良賞を受賞！

FRESH農大/No.416
〒682－0402　倉吉市関金町大鳥居1238
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